育つ育てるグループ

日時：平成２２年６月１１日１８：４０～

場所：陽だまり

参加者：本田さん、松井さん、安藤さん、景子さん、ワッキー、五十嵐さん

土田先生遅れます。

前回フリーに意見を出してもらいました。

今回はそれらを絞り込み、より具体的に落とし込んでいきたいと思います。

キーワードを抽出　（別紙参照）

※『倶知安人』の育成という話が抜けている・・・orz

これらをベースに、

【目的】何をどうしたい？何のために？

【手法】どうやって目的を達成するか？

【手段】何を活用して？

【時期】いつまでに何をする？

等々を明確にしていく。

動けるものはとっとと動いてもよいと思う。

ただ、拙速的にならずにじっくり取組むべきものでもあろうと思う。

前回は農業高校を舞台とした全町民的な交流の場の創造は高校側がＯＫさえしてくれたら、小規模でも始められる。

倶知安人の育成は中長期的な取り組み。

双方を軸として動くことは出来るのではないだろうか。

生徒が先生という企画をまずやってみよう！

農業高校には立派な放送室があるからジャックして、ガンガン電波を垂れ流したい！＞by 景子

農業高校は既に幼稚園に羊の毛がりを体験させたりしている。

子供から大人まで農業高校に集まる仕組みを作れば、あとは勝手にいろんな企画が進行し始めるだろう。

倶知安人（とは何かという議論はこれから深める必要はあるが）を創るという大枠の中に、農業高校の企画も当然含まれていくのではないか。

まちづくりを積極的に進められるようなリーダー＆コーディネーターを育てられれば・・・

ガチガチな体制を崩してブレークスルーするのではなく、全く新しい仕組みを楽しく創っていこうということ。

「倶知安人」育成までのチャート（戦略マップ）を作ろう！

農高企画のタイムラインを決めて、動くべき所から動きましょう。

倶知安には多くの留学生が来るのに、なかなかその学生達と交流を深める場がない。

倶知安人＝どんな人を育てたいか　とは・・・（ブレーンストーミング）

· 移住してくる人は何を求めているのだろう？（この地域の魅力とは？）

自然を求めてくるが、人と関わりたくないわけではない。

· グローカルな人、カントリージェントルマン

グローバルな考え方、視野の持ち主。

· 違った価値観を受け入れる度量のある人。

　　

· 生きる力のある人。

· 自助努力が出来る人

· 相互扶助の心がある人

· 倶知安の人は何して遊んでるんだろう？

リサーチしてください＞五十嵐さん

これから連絡にはインターネットを活用しましょう。

後日連絡します。

本田さんジョイントさせる人のリストをください。

「倶知安人」育成までのチャート（戦略マップ）は本田・脇山でたたきを作成

次回、２２日（火）１８：３０～

場所は決まり次第連絡します。たぶん喫茶ボンボン

農高の先生をメンバーに入れる。Must

交流Ｇから町報に入れるチラシの説明

